
【取り組む際に生じた課題】
• 台湾へ顆粒だしを直接輸出していたが、原料原産地規制により輸出がス
トップ。

• ミャンマーへ直接輸出していたが、国内情勢によりストップ。
• 手続きの煩雑さや法律関連で輸出がストップ（直接輸出）

【ウェブサイト】 https://kane7.co.jp/ 

【対応の結果】
• 海外の和食ブームにより顆粒だし,茶も好評、商社を介し30ヵ国以上へ間
接輸出。

• 台湾への直接輸出に繋がる。

国内市場は人口減少で縮小傾向、和食ブームに乗っかり海外市場を拡大したい。
ベトナム,台湾などアジア国の他、米国,ブラジル,ヨーロッパ等、世界中へ間接輸出。
2022年（令和４年）にハラル認証等を取得し、更にイスラム市場拡販を目指す。

出荷時期輸出量(ｔ)輸出額(万円)

年間

60.08,000令和４年度

49.56,600令和３年度

40.55,400令和２年度

顆粒調味料（和風だし,茶）、だしパック、削り節
【主な品目】

ベトナム、台湾、米国 他

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 輸出商社との情報交換および現地訪問し、商品がどのように販売されて
いるのか、現地ニーズの把握。

• ハラル認証を取得に伴い、ハラル見本市等でターゲットの絞り込み。

【生じた課題への対応】
• 顆粒だしの原料原産地（しいたけ）を規制のない産地へ変更。
• 商社を通じた間接輸出による取引先の確保

【連絡先】 担当者名：石黒文敏、ＴＥＬ：076-478-1111 

【活用した支援・施策】 JETROハンズオン支援により、中国に合弁会社設立

（平成10年度より輸出開始）

富山県 かね七（株）
『顆粒調味料・だしパック等、アジアを中心に世界の食卓へ』
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